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1. 背景と目的

 両棲類の中でも普通種の減少が危惧されて久しい。トウキョウダルマガエル Pelophylax porosus 

porosus は関東以北に広く分布するが，2006 年には環境省レッドデータブックに記載されている。

本種の分布状況と環境要因との関係を，生態系保全の最小単位となる流域規模で明らかにするこ

とが計画論上不可欠である。しかし，従来の研究では考慮されていない要因がある。

第一に，本種において越冬環境を考慮した生息場評価の報告がほとんどない。越冬成功率は個

体群存続に対し大きな影響力を持つと考えられる。野田ら(2017)は本種の越冬場が畑に集中してい

る事例を紹介している 1)。本研究では，越冬環境検討の試みとして畑地を評価する。

視認できる構造以外の環境要因の影響も大きいと考えられるが 2)，そのような因子は広域に測

定することが難しい。例えば天白ら(2012)はナゴヤダルマガエルを対象に，圃場整備区域において

も広く個体群を維持している成因として，地下水位の高さを指摘している 3)。そこで本研究では

地下水位の指標として，地形区分を利用した場合の事例を報告する。

2. 調査手法

生息状況調査 田川流域内において網羅的に 88 地点を設け，2016 年 7 月から 8 月にかけて調

査を行った。各地点 1 回ずつ，夜 20 時から 24 時の間に鳴き声を聞き取った。鳴き声はコーラス

の重複具合から 3 段階評価を行った。また同地点にてラインセンサスを行い成体・亜成体の目撃

個体数を 3 段階評価した。鳴き声および目撃点数の最大値をその地点の生息量指標とした。

環境調査 1) 局所的要因：各地点において畦畔草丈などの微環境要素を記録した。対象水田地

帯はコンクリート水路が一般的であるため説明変数に組み込まなかった。土水路については，そ

の有無と配置を記録した。またコンクリート水路や舗装道路等に囲まれた小区域のまとまりを生

息場団地と定義した。生息場団地内における畑地の

存在有無を Google 航空写真（2016 年以降撮影）お

よびストリートビュー（2013 年～2015 年撮影）にて

判別し，GIS 上で面積集計した。畑地面積を生息場

団地から差し引いた値を水田団地面積とした。2) 景

観的要因：カエル類の生息分布に影響を与える景観

的要因として地下水位が重要といわれている。地下

水の作用により形成された地形分類に「旧河道」と

「台地」がある。旧河道は地下水位が高く，台地は
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Table1 環境要因 

景観的要因 

 ・地形区分（台地および旧河道） 

 ・流域横断構造物      など 

局所的要因 

 ・50m，100m，150m 圏内の畑地面積 

・水田団地面積 

・土水路の有無と配置    など 
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高燥と考えられる。治水地形分類図（国土地理院）などから調査地点の地形分類を行った。以上

の代表的な環境要因を Table1 に示す。

 解析手法 本種の生息状況を決定付ける環境要因の統計解析には決定木を用いた。目的変数，

説明変数ともに質的変数を用いることが出来，変数のパラメトリックな条件を必要としないため

である。分析には統計ソフト R 3.2.5 を用いた。

3. 結果と考察

 トウキョウダルマガエルの分布を Fig.1 に示す。中流域は分布が少なく，下流域は分布が多いと

いえる。決定木解析の結果，土水路が隣接している地点で生息量が大きい傾向が認められた

（Fig.2）。土水路が隣接していなくても，旧河道上の圃場であれば生息量が高くなった。つづい

て，調査地点より 150m 圏内に畑地が存在することによって生息量が高くなる傾向があった。さ

らに水田団地面積が約 3ha で有意な分岐が認められた。モデルの正判別率は約 50%であった。

 1) 既往の知見の確認：本種の減少に大きく関与するものとして水田圃場の水路のコンクリート

化と乾田化が挙げられている。解析の結果，分布に最も影響を与える

要因が土水路の存在であり，つづいて地下水位の高さを反映している

と思われる地形区分であることは，その裏付けとなるものである。2) 

越冬環境の評価：畑地の有無が分布に影響する因子として抽出され

た。越冬環境としての畑の重要性を示唆するものである。また越冬場

を分布決定要因の一つとして勘案することが重要といえる。

4. 今後の課題

 今回，圃場の畑地利用の確認は過去の Google 写真から目視確認に

よった。より正確な評価方法を検討していく必要がある。また正判別

率が高くないことは，有意に影響のある環境要因であっても広域の生

息量を推定することの難しさを示している。正確な分布を把握するた

めの手法の開発も待たれる。

 
   Fig.2 決定木解析（棒グラフは生息量指標の頻度分布）      Fig.1 生息分布
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